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リウマチ治療のゴールとは？ 

関節リウマチ診療ガイドライン 2024 では、治療目標を「疾患活

動性の低下および関節破壊の進行抑制を介して、長期予後の改善、

特に QOL（生活の質）の最大化と生命予後の改善を目指す」とし

ています。リウマチがあるからといって、QOLが低下し、生命予

後も悪くなるとは限らない時代になりました。現在のリウマチ治

療では、単に痛みや腫れを抑えるだけでなく、その人らしい生活

を長く続けることが大切な治療のゴールです。 

そのためには、次の 3つが重要です。 

1、 治療目標の達成に向けた治療 

疾患活動性を適切にコントロールし、臨床的寛解（症状がほ

とんどない状態）または低疾患活動性を目指します。関節の

痛みや腫れだけでなく、将来の関節破壊を防ぐことも大切で

す。 

2、 患者さんと医療者が一緒に決める治療 

治療方針は、患者さんと医療者がエビデンス（科学的根拠）

や治療の選択肢を共有し、一緒に話し合って決定します。治

療について疑問や不安があれば、遠慮なくお伝えください。 

3、 ライフステージに応じたきめ細やかな治療 

年齢や生活環境、仕事、家事、趣味など、患者さん一人ひと
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りの価値観や希望は異なります。それぞれの生活に合わせて、

よりよい治療を一緒に考えていくことが重要です。 

リウマチセンターでは、病気だけでなく、患者さん一人ひとりの

生活にも目を向け、気軽に相談していただける関係づくりに努め

ていきたいと思います。 
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